
内容の要約：第一内科では、患者さん中心の実践的研究を推進して遺伝子診断、分子
標的療法やオーダーメイド医療の開発につながる臨床に還元できる価値ある成果を目
指して精力的に研究を行っております。ジェネティック異常やエピジェネティック異常を網
羅的に解析し、遺伝子情報に基づく消化器腫瘍の発生・進展の分子機構の解明および
その診断・治療への応用研究を展開しております。また、アポトーシスを誘導する抗
erbB-2抗体CH401の樹立に成功し、分子標的癌免疫治療としての抗体医療への応用
を展望したヒト型抗癌抗体の作製を産学官連携のもと、行っております。

アポトーシスを誘導する抗erbB-2抗体CH401の樹立と臨床応用

erbB-2

COOHCOOH

NH2 NH2

アポトーシス（細胞死）

CH401

0 4 8 12 16 20 24

0

20

40

60

80

100

期間（週）

%
 生

存
率

無治療

2 mg CH401

20 mg CH401

200 mg CH401

SCIDマウスに移植したヒト胃癌細胞に対する
抗癌作用

control CH401

オーダーメイド
医療の実現化

細胞外基質分解
酵素 (MMP)

マイクロサテライト
不安定性（MSI）

共同開発研究消化器癌の発癌
進展機序の解明

標的分子
異常

臨床における
診断治療応用知的財産権

産学官連携

Patient-oriented research

Disease-oriented research

ジェネティック異常

エピジェネティック異常

網羅的異常の解明
分子腫瘍
マーカー

消化器腫瘍のジェネティック、エピジェネティック異常の解明と臨床応用
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消化器腫瘍を対象とした遺伝子診断法とヒト型抗体による分子標的治療の開発
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